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人工アユの計数形質および種苗性
に関する研究
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アユは日本の内水面漁業で重要な魚種です。近年，漁獲量が減少し

ており，アユを増やすための増殖活動は欠かせない状況となっていま

す。増殖活動として放流事業は日本全土で行われていますが，未だ漁

獲量の回復には至っていません。そのため，放流事業については放流

効果を高めることが喫緊の課題です。そこで，本研究では，効果的な

放流事業を目指し，放流効果推定のための由来判別方法，人工アユの

種苗性および放流手法ついて検討しました。


